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『wow retro sapporo』
address 北海道札幌市中央区南2条西1丁目
TSUBAKI HALL 1F
telephone 011-271-2127
website http://wowretro.com

wow retro sapporo
LOVE FOREVER

photograph Hideki Akita（tootootoo）
design EXTRACT

時代を超えて出逢う、この世にたったひとつしかないもの。
心地よく包み込んでくれる、どこか懐かしくて身近な存在。
永遠に愛され続ける、古着の魅力。

＞古着の魅力について聞かせてください。

現代では決して再現できない、その時代特有のデザインや雰
囲気など、一点一点に独特な色合いがあるところに魅力を感
じます。そしてなんと言っても、もう二度と出会えないであろう
“一点モノ”というのも個人的に特別感を感じます。

＞古着に関して自分ならではのこだわりがあれば聞かせてください。

気になったものはまず着てみることと、そしてクタクタになるま
で長く愛用することですかね。大げさに言うと、穴が空くくらい
まで着て、また直して着る、そのくらい大切に着ています。

＞自身で所有されている古着の中で特別な一着を教えてください。

特にヴィンテージアイテムではないのですが、ハンドメイドの
“ベビーピンクのワンピース”です。これはわたし自身がまだ『ワ
ウレトロ』のお客さんとして通っていた頃、当時のスタッフの方
にお勧めいただいた一点で、専門学校の卒業式の二次会で
着るために購入したものです。当時、ピンクなんて着たことが
なく、ましてやレースがあしらわれているワンピースを一枚で着
るのが恥ずかしかった思い出があります（笑）。でも、とても気
に入って購入した一着で、普段着として着る機会は少ないの
ですが、そんな思い出を含めて特別な一点です。

『ワウレトロ』スタッフが“ブリティッシュ・トラッド”をテーマにスタイリングを披露。
古着を取り入れる感性と遊び心、着まわしのテクニックに注目です。

＞古着選びのコツ、また着こなすためのポイントを教えてください。

古着選びのコツは、お店の隅々まで探してみることでしょうか...
（笑）。あとはサイズ感、試着は必須です。そして着こなすポイン
トは..、「どう着こなせば良いのかわからない」「難しそう…」など
の声を耳にする機会も多いのですが、古着自体のデザインは
至ってシンプルなんです。色味が変わっていたり、柄が独特
だったりするところがあるのですが、そんなに難しく考えなくても
いいと思います。 普段履いているデニムやスカートだったり、
“いつも”の日常着に一点スパイスとして足してみる感覚でしょ
うか。古着＝重ね着というイメージを持たれている方も多いよう
ですが、あえて“一枚で着る”くらいの方がシンプルで素敵です
し、コーディネートの中で古着が活きてくる気がします。

＞古着で持っていると便利なおすすめ商品があれば教えてください。

やはり、ミリタリーやワークのアイテムでしょうか。着る服を選ば
ないシンプルなデザインと丈夫な素材感は、永く愛用できるこ
と間違いなしです。スリーピング用として製造されたミリタリーの
シャツや、季節の変わりめに重宝するコットン地のワークジャ
ケットやコートなども持っているとかなり使えるアイテムです。

小松 未奈／『wow retro sapporo』スタッフ

1.
ロングニットカーディガン/￥13,440-
ホワイトレースブラウス/￥6,195-
キルトスカート/￥8,295-
ロングブーツ/￥18,690-
ツイードキャップ/￥6,195-
（すべてwow retro sapporo）
「チェックのキルトスカートにブラウス、ツイードのキャップ
でトラッドに。ざっくりと女性らしいロングのニットカーディガ
ンを、全体の外しアイテムとして合わせたスタイル。」

2.
フレンチワークジャケット（used）/￥8,295-
ボーダーバスクシャツ（used）/￥5,775-
キルトスカート（used）/￥8,295-
フレンチアーミー・サービスシューズ（used）/￥13,440-
ツイードキャップ（used）/￥6,195-
（すべてwow retro sapporo）
「チェックにボーダーの柄と柄を合わせブリティッシュな雰
囲気に。ワークジャケットとシューズで甘さを抑えたスタイ
ルになっています。」

3.
ネルシャツ（used）/￥4,410-
コーデュロイパンツ（used）/￥10,290-
パラブーツ“モルトゴールド”/￥58,800-
 (ARCH HERITAGE WOMENS）
ベルト（used）/￥5,145-
ファーカラー（used）/￥8,295-
（すべてwow retro sapporo）
「全体の色味を渋くまとめたメンズライクなスタイル。
アクセントとして取り入れた小物遣いが決め手です。」

4.
ニットワンピース（used）/￥13,440-
ブーツ（used）/￥18,690-
ベルト（used）/￥3,045-
ロサリオネックレス（antique）/￥15,540-
（すべてwow retro sapporo）

「チェック柄のニットワンピースを主役に女性らしくまとめた
スタイル。ファーカラーやベルト、ネックレスをなど小物を取
り入れ、全体としてさみしくならないように気を配りました。」

5.
トレンチコート（used）/￥13,440-
ドレスシャツ（vintage）/￥15,540-
イタリアアーミー・ショートパンツ（used）/￥6,195-
ブーツ（used）/￥16,590-　ショール（used）/￥5,145-
ツイードキャップ（used）/￥6,195-
（すべてwow retro sapporo）
「ベージュのトレンチコートを主役にハンサムな着こなしに。
色がぼやけないように、オレンジ系ブラウンのチェックの
ショールを全体の引き締め役として取り入れています。」

6.
ドレスシャツ（vintage）/￥15,540-
スーツパンツ（used）/￥13,440-
パンプス（used）/￥8,295-
サスペンダー（used）/￥3,045-
（すべてwow retro sapporo）
「チェックのパンツとシャツのシンプル
なトラッドスタイル。足元にはパンプ
スを合わせさりげなく女性らしさをプ
ラスしました。」

7.
タイブラウス（used）/￥6,195-
ウールスカート（used）/￥7,245-
ブーツ（used）/￥18,690-
ファーカラー（used）/￥8,295-
（すべてwow retro sapporo）
「軽い素材のタイブラウスにスカートのレ
ディライクなスタイル。甘くなりすぎないよ
うに合わせたフラットブーツがポイントに
なっています。」

1 2

5 6 7

3 4



『JUILLET』
address 北海道札幌市中央区北5条西2丁目
札幌ステラプレイスEAST-B1F
telephone 011-209-5448
blog http://juillet7.exblog.jp

古着を自由に楽しむ、それぞれ個性的なユーズド・ミックス・スタイル。
独創的なアイテムは女性の美しさをより一層引き立ててくれる。

＞古着の魅力について聞かせてください。

新品では味わうことのできない、その1点に宿した
時代の空気感や風合いを楽しめる、それが古着
の魅力だと思います。
｠
＞古着に関して自分ならではのこだわりがあれば
聞かせてください。

コンディションやサイズ感は重視しています。
｠
＞自身で所有されている古着の中で特別な一着
を教えてください。

今日着ているニットです。"古着"と"新品"という枠
を超えて、良い物は良いと改めて実感できた一着
で、これからどんな古着との出会いが待っている
のか楽しみになった、そんな一着でもあります。
｠

＞古着選びのコツ、また着こなすためのポイント
を教えてく ださい。

まずは試着をしてサイズ感を確かめるのが1番で
す。ある程度でも、自分の細かいサイズを把握して
おくと選びやすくなりますし、自然と着こなしやすく
なると思います。
｠
＞古着で持っていると便利なおすすめ商品があ
れば教えてください。

“グランパシャツ”は一枚持っていると便利だと思
います。合わせる小物ひとつで様々な表情を見せ
てくれるので、コーディネートに取り入れやすいア
イテムです。

傳田 梓乃／『JUILLET』スタッフ

ケーブル編みプルオーバーニット（vintage）/L.L.Bean/￥13,440-
ユーロ・Levi's 501（used）/￥13,440-
ダービーブーツ/Sanders/￥39,900-（JUILLET）

『ARCH HERITAGE Le SALON』
address 北海道札幌市中央区南1条西3丁目3-3
札幌PARCO-3F
telephone 011-281-4280
blog  http://archheritage-le-salon.blogspot.com/

＞古着の魅力について聞かせてください。

デザイン、色使い、着古された風合い。気張らずに
自分らしく着られるのが魅力です。
｠
＞古着に関して自分ならではのこだわりがあれば
聞かせてください。

サイジングです。女性らしく着こなせるよう気を
配っています。
｠
＞自身で所有されている古着の中で特別な一着
を教えてください。

“フランス軍のM47パンツ”です。6年ほど前、わ
たしがまだ入店する前に購入しました。なんとなく、
この先ずっと手放さない気がします。
｠

＞古着選びのコツ、また着こなすためのポイント
を教えてく ださい。

ゆっくりじっくり、お店の中にあるもの全てを見るこ
と、店員さんとお喋りすること。（裏にスペシャルな
ものがストックしてあるかもしれないですよ）そし
て、ビビッときたらすぐに買うことです！
｠
＞古着で持っていると便利なおすすめ商品があ
れば教えてください。

“ユーロリーバイス501”です。ヴィンテージのよう
に素晴らしい色落ちのデニムが低価格で手に入
ります。

本間 翔好／『ARCH HERITAGE Le SALON』スタッフ

キッズサイズシャツ（used）/Wrangler/￥4,000位
スカート/OMNIGOD/￥13,650-
シューズ/CHIE MIHARA/￥51,450-



『ARCH HERITAGE WOMENS』
address 北海道札幌市中央区南4条東1丁目9-3
米村屋ビル-2F
telephone 011-281-5560
website http://www.arch-heritage.com

＞古着の魅力について聞かせてください。

同じものがふたつとなく、その中で自分にぴったり
とハマるアイテムに出会えた時。特に、色が抜け
てしまっている経年変化を感じられる物に魅力を
感じます。
｠
＞古着に関して自分ならではのこだわりがあれば
聞かせてください。

サイズ感です。
｠
＞自身で所有されている古着の中で特別な一着
を教えてください。

“アディダスのダブリン”です。しっくりくるアディダ
スをずっと探しており、初めて見かけて一目惚れ。
それから2年後、店内で再び出会えた時に運命を

感じました。自分には欠かすことのできない、大好
きなアイテムです。

＞古着選びのコツ、また着こなすためのポイント
を教えてく ださい。

ピンときたものを選ぶようにしています。サイズ感
と全体を崩しすぎないよう、新品とのバランスの良
いスタイリングを心掛けています。
｠
＞古着で持っていると便利なおすすめ商品があ
れば教えてください。

“フレンチアーミー・サービスシューズ”です。レ
ディースサイズはなかなか稀なのですが、何でも合
わせやすく、かなり使い勝手が良いです。

徳永 麻美／『ARCH HERITAGE WOMENS』スタッフ

ジャケット（used）/￥13,440-
ローファー（used）/￥24,990-

『ARCH HERITAGE WOMENS』
address 北海道札幌市中央区南4条東1丁目9-3
米村屋ビル-2F
telephone 011-281-5560
website http://www.arch-heritage.com

＞古着の魅力について聞かせてください。

その一点でしか味わえない風合いや素材感です。
｠
＞古着に関して自分ならではのこだわりがあれば
聞かせてください。

サイズ感ですね。
｠
＞自身で所有されている古着の中で特別な一着
を教えてください。

“バブアーのビデイル”です。デザインが変わる前
のフラップポケットでキッズサイズをずっと探して
いたのですが、 ふとしたタイミングで手に入れるこ
とができました。適度にオイルが抜けた風合いが

非常に魅力的で、これからもずっと永く愛用してい
きたい1点です。
｠
＞古着選びのコツ、また着こなすためのポイント
を教えてく ださい。

サイズ選びと、すべて古着ではなく、新品も取り入
れたスタイリングにするとまとまりやいです。
｠
＞古着で持っていると便利なおすすめ商品があ
れば教えてください。

“バブアーのビデイル”です。何と合わせても雰囲
気のあるスタイリングに仕上がります。

木村 朋美／『ARCH HERITAGE WOMENS』スタッフ

スーツパンツ（used）/￥13,440-



photograph Asako Yoshikawa（photo works FREAK）
design Hayato Sakaida（bond graphic）
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女性のためのファッションを提供し続けるセレクトショップ『ハヴァ・ナイス
デイ！』が、今年9月に待望の路面店としてリニューアルオープン。旭川の
中心街に並ぶビルの合間に挟まれた、ひと際目を惹く石造りの建物。少
しだけ重たいドアを押すと、そこには女性を一瞬で虜にしてしまう、魅力的
な空間が広がっている。
「時を共有することで雰囲気や存在感を醸し出してくれるナチュラルで個
性的なアイテム、そして「今日はこの洋服に出会えて素敵な一日だ！」と喜
びを感じていただける空間を提案しています。世代を問わず幅広く楽しん
でいただけるショップで、アミューズメントパークを訪れたようなときめきも
保障します。」
｠
木目を基調とした内装の店内には、選び抜かれたアンティークの什器や
装飾が揃えられ、時代に左右されない重厚感の中にも、どこか柔らかさと
ぬくもりを感じさせる独自の世界観を生み出している。
「スタッフ全員で作り上げた店内は、各ブランドが持つ世界観に合わせ、
アイテムの魅力をより一層引き出せるよう意識しています。」

それぞれの提案や個性に合わせてディスプレイされた各コーナーには、華
やかなブランドやアイテムが所狭しと並べられている。
「全体としてナチュラルで個性的な、飾らない大人の女性を演出していま
す。大人気の“キャピタル”、“ジーン・ナッソーズ”、“エー・アイ・シー ”、
“ゴー・ヘンプ”をはじめ、道内では取り扱いが珍しいブランドも取り揃えて
います。シルバーアクセサリーブランドの“バフ”が9月からラインナップに
加わり、ブーツでは定番の“レッドウイング”や11月から開始予定の“ト
リッカーズ”、小物やインテリアでは“ロビタ”、“カシラ”、“モキップ”、
“キー ”、“ペンデルトン”など、どれもおしゃれ好きにはたまらないブランド
ばかりです。」

日増しに寒さが身にしみるこの季節、気になる今秋冬の着こなしを訊
いた。
「マストアイテムのベストは、どんなコーディネートにも相性よく、着まわしが
利きます。“キャピタル縮絨ウールマフラー ”は巻くだけで雰囲気が出る
ので、スタイリングのアクセントとして毎シーズン好評いただいています。
幅広い年齢層に好かれる“ロビタ”のバッグは、カラーバリエーションも増
えて、もうすでにお持ちの方にもおすすめですね。」

居心地の良い店内にはベンチも設置され、ゆっくりとくつろいだり、世間
話を楽しんだりと、常連客が思い思いに過ごしている。単なるショップとし
て収まらず、時に様々な交流の場として絶えず賑わう。
「念願の路面店へ移店できたことで、ひとりひとりのお客様とよりコミュニ
ケーションを取り、これまで以上の信頼関係を築いていける環境づくりを
していきたいです。これからもスタッフ全員が心掛け、日々成長していける
ショップにしていきます。12月にはお客様に楽しんでいただけるクリスマス
イベントも企画中ですので、ぜひ楽しみにしていてください！」

address 北海道旭川市3条8丁目（38パーキング隣）
telephone 0166-74-8358
open 10:30～ 19:30 
brands  KAPITAL ／ A・I・C／ JEAN NASSAUS／ GO HEMP／
mash mania ／ romar quee ／ CA4LA

そこにいるだけで、いつのまにか笑顔になる。
ショップ以上の存在としてライフスタイルに寄り添う
『ハヴァ・ナイスデイ！』。

『have a nice day！』
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photograph Asako Yoshikawa（photo works FREAK）
design Hayato Sakaida（bond graphic）



1993年のオープン以来、不運に見舞われた2010年2月の火災による全
焼から這い上がり、今年2月に仮店舗から原点の地で再び復活を果たした
老舗セレクトショップ『パウワウ・トレーディング・ポスト』。無機質な白を基調
に、余計なものを一切削ぎ落とした、シンプルで洗練された建築デザインは
従来の印象を大きく覆す。
「これまでとはまた違った印象の空間になっていますが、以前の店舗のイ
メージをベースにしていますので、どこかに面影も感じていただけるのではな
いかと思います。外観や内観などの建築デザイン、アンティークの什器、
アーティストによる作品、そして商品のすべてを含めて『パウワウ』の世界観
を表現しています。以前のショップを御存知の方も、新たに知っていただけ
た方も、それぞれに楽しんでいただけると嬉しいです。」

再会の感動を深めてくれるように、独自の世界観と存在感、そして空気感
まで、根底にあるものは当時のまま、何も変わらない。バイクやワークを基盤
としてアメカジに英国調を取り入れたスタイルを提案し、“ナイジェル・ケー
ボン”や“バブアー ”をはじめ、永く愛用できる上質な逸品の数々が取り揃
えられている。
「オープン当初からぶれることなく、機能性・普遍性・ファッション性を重視し
た独自のスタイルのもと、時代の流れにとらわれることなく多彩なブランドや
アイテムを展開しています。バイカーグローブ“ガントレット”などオリジナル
にも注目していただきたいですね。」

静かで落ち着いた空間の中で、ゆったりと流れていく時間。随所にこだわり
を感じさせる店内だが、中でも奥に配置された壁一面を覆い尽くしたブーツ
棚は圧巻。“レッドウイング”、“ウエスコ”、“ホワイツ”、“ヴィバーグ”など名
立たるブーツブランドが勢揃いし、出逢いの訪れを静かに待ち受けている。
「至る所に工夫を施しているのですが、ブーツ棚は2階の吹き抜けから光が
差し込むように設計されているので、時間帯によって商品の表情が違って
見えるのも面白いです。」

また、“ラングリッツ・レザー”、“ショット”、“バンソン”、“ルイスレザー”など、
不朽の名作がずらりと並ぶライダースは、北海道でも屈指の品揃えを誇

る。”一生モノ”を求めて、近郊のみならず、札幌や全国から訪れてくるお客
も珍しくない。
「品数は今もまだ増え続けているのですが…（笑）、最新モデルからサイズ
まで豊富に取り揃え、試着も納得いくまでしていただけますので、ぜひ自分
だけに合う一着を探してみてください。」

そしてもうひとつ、このショップを象徴するが、壁面に飾られている旭川出身
のローブロー・アーティスト”スケッチ”氏の原画。独自の感性とオリジナリ
ティーによる繊細なデザインと力強い筆遣いは必見だ。
「スケッチ氏とは永くお付き合いをさせていただいていて、どれもこの世に一
枚しかない貴重な原画となっています。原画ならではの迫力や質感をぜひ
感じてください。実はショーウインドウのレタリングも本人が直筆で描いてく
れているんですよ。他にも当店とゆかりのある様々なアーティスト達の作品
が飾られていますので、ご覧になっていただくとより世界観の奥行きが増し
ていくと思います。」

この場所にオープンしてから18年̶。今年もまた同じ季節が流れる。老舗
ショップの途絶えることない灯りは、街の欠けがえのない存在として根付い
ていく。
「何も変わりません。これまでも、これからもお客様ひとりひとりと向き合って
いく、それだけです。」

address　北海道旭川市3条通9丁目1704-24
telephone　0166-27-2566
open　11:00～20:00
holiday　無休（年末年始を除く）
website　http://www.powwow.jp
brands　Langlitz Leathers ／ Schott ／ VANSON ／ Lewis Leathers ／
STNDARD MC LEATHERS ／ Four Speed ／ RED WING ／ WESCO ／
WHITE'S ／ DANNER ／ CHIPPEWA ／ VIBERG ／ STOP LIGHT ／
WING ROCK ／ galcia ／ SUGAR CANE ／ BUZZ RICKSON'S ／
IRON HEART ／ WEST RIDE ／ Free Wheelers ／ Nigel Cabourn ／
Barbour ／ PHIGVEL ／ OLD JOE ／ SNOID ／ CA4LA ／ Black Flys

待ち望んでいた、『パウワウ』との再会。
老舗ショップの途絶えることない灯りが、この街を輝かせる。

『POWWOW TRADING POST』





類い稀なる感性と攻撃的な演奏で新世代のロック鳴らす“THE★米騒動”。

すべてに抗うように、激しくギターをかき鳴らし、渾身の力を振り絞って咆哮する。

不安や焦燥感、やり切れなさを力まかせにぶつける、狂気をはらんだ純粋さと繊細さ。

本能の赴くまま全力疾走するその姿に、心の奥底にある衝動が激しく揺さぶられる。

自分自身と重ね合わせ問いかけてみる、いつのまにか戦うことを忘れてしまっていないか。

失うことを恐れず、痛みに耐え、どんなに辛く苦しくとも、立ち向かわなければならない時がある。

彼らは自らの足でその舞台に立つ。THE★米騒動は戦う。

photograph Ryouichi Kawajiri（Kwajiri Shashinkan）／Asako Yoshikawa（photo works FREAK）

design  EXTRACT／Hideki Akita（tootootoo）



吠える
THE★米騒動
どうでもいい芸術









Border

「世間の理不尽さ」とか

「世間の不条理さ」とか

そんな言葉で片付けてしまう

腐った大人は既に終わっているってことでしょ？

ニヒルに笑うその口が嫌い

誰かのために信用を無駄遣い

そんな立場で片付けてしまう

「腐った大人は既に終わっているってことでしょう？」ってね。

愛想尽かして、愛憎、相半ばする

通俗化された世界に何を求める

小さな光に万人が取りすがる時代

吐き気がする 僕は何を見たのか









俗物美術展覧会

どうでもいい芸術に

どうでもいい時間を割いて

「どうでもいいからね」と 2% に懸けてみる









Hys

金髪の彼女とレベルの同じ生活

部屋中の壁をアルミ箔で覆ったんだ

いつも横の君と何をしたってかまわない

いつもの横の君に何をしたかも覚えてない

外へ逃がしてくれない 飼いならされたイマジネーション

外へ逃がしてくれない 彼女は××属性













祝女

「大体前と同じでしょう ?

全員一生一緒だから

みんな一生一緒なのよ

同じ賞味期限の刑期に

同じくらいの同情を寄せて

結局どちらも捨ててしまう

そんな人になりたくなくて

ただ青さだけを追い求めてる

そう思われても仕方が無いわ

私が一番可哀想なの

殺して頂いても結構よ。」















群青

結局僕が何を言おうとこれと言う変化は無い

いつか世界をかえてやると言った君はどこへ

それが君の全てと言うなら僕は何の干渉もしない

でもそれは君じゃないんでしょう？

嘘をついて生きるの

世界を変える その力を

彼は待つのか

希望を

今君の思う全ては 希望 絶望 そこにあるのは

結局彼の中の非望は何の音も立てず消えた

その無音のときの中では何も感じることができない

目の前に転がる事実に期待することもやめたの

でもその事実は君の能動的な真実

世界を変える その力を

彼は待つのか

希望を









ファンタジック柵の前

角の折られたトナカイが こっちを見ている

誰も気づかない 悲しい 悲しい

汚れた自動販売機 こっちを見ていた

誰も気がつかない 悲しい 悲しい

声も温度も 消え去った

単調な生活は続く

無音の世界で 3 時間

















ブラック・ダンス・ホール

たまんない 頭揺らして

止まんない 腰ふりスカダンス

叫ぶ 説ける 跳ぶ 飛べ

うねる心の叫びを サスティーン 一気に溶けてみて

刺激的な彼女の声で フィードバック 一気に飛ばすのよ

雨上がりの夜空のミラーボールに願いを込めて

足踏みする君の姿を目に焼き付けて











special thanks
『Spiritual Lounge』
address 北海道札幌市中央区南2条西4丁目10 LCビル-B1F　
telephone 011-221-9199
website http://www.spirituallounge.jp/



今年2011年6月に待望のファーストミニアルバム『どう

でもいい芸術』がリリースされました。まずは現在の心境

から聞かせてください。

今までライブに来てくれていたお客さんに作品として聴い

てもらえるのはもちろんなんですけど、ウチらのことをタワレ

コの試聴機とかプロモーションビデオを観て知ってくれた

人達もたくさんいてくれるのは嬉しいです。東京とかに行っ

てライブをすると、顔を知らないお客さんでも曲を聴いてき

てくれて、一緒に歌ってくれてる人がいたりするとやっぱり

感動しますね。

今作でのコンセプトはありましたか？

“THE★米騒動”というバンドをみんなに知ってもらうた

めのファーストで、名刺替わりな作品ですね。このアルバ

ムに入ってる曲は、ほとんど高校の頃に作った曲なんで

すけど、2年半くらいライブ活動をやってきて、その中でや

り慣れてた曲と、セットリストにわりと沿うような曲順になっ

ています。曲を作っている時にも考えながら作るんですけ

ど、曲を並べていくとその曲の立ち位置っていうのがなん

となくあって。例えば、「ブラック・ダンス・ホール」は裏打ち

がやりたくて作った曲なんですけど、キャッチーな曲が少

ないから、ライブの最後にやる流れが多くて、一番締まる

感じですね。お客さんも付いてこれるし。

アルバムのタイトルの由来は？

アルバムのタイトルはわたしが付けました。2曲目に「俗物

美術展覧会」っていう曲が入ってるんですけど、ちょっと

斜に構えた感じですね。その曲のフレーズもアルバムの

中で自分的に一番気に入っていたし、“どうでもいい芸

術”っていう言葉の響きがアルバムのタイトルになってい

たら、もし他の人のアルバムタイトルになっていても、自分

的にはちょっと熱いなと思うから。サクッと決まった感じで

すね。

今作で特にこだわられたことは何でしたか？

ライブのままやって録ったって感じですね。とりあえずライ

ブ感を出したかったので、ほとんどの曲がメンバー全員で

一発録りの一発目です。テンションをもっていかなきゃい

けなくて、1日3曲とか録る時とかは大変でした。クイックを

最初に全部作ってやってみたんですけど、勢いを出すの

がなかなか大変で。試しにクイックを外してみたら、みんな

解放されてめっちゃ良くなって。やっぱりクイックはなしで、

ライブのままでやろうってことに決まりました。

展開の面白さも特徴のひとつですが、曲はいつもどのよ

うに作られていくんですか？

基本的に、最初はリフとかフレーズから作ることが多いで

すね。フレーズが浮かんでというか鼻歌で作って、ギター

で弾いてみて、それに対しての曲展開ををノートになんと

なく書いていって、型にはめるように順々に作っていきま

す。調子が変わっても展開にいった方が絶対グッとくると

思ってやっていくと、ああいう急展開な感じになっちゃった

りとか。最近はいろんな作り方をしようと思って、歌詞から

作ることもあるし、メロから作ったりもしてます。

曲はどんな瞬間に浮かんでくるんですか？

自分の中でしか生まれないんですよね。鼻歌とかバスの中

とかではよく生まれるんですけど、それをなんとか形にして、こ

れだったら自分でも納得して大丈夫かなって思えるものをメ

ンバーに聴かせて、そこから坂本がアレンジをしてちょっと引

き出しが多くなりますね。

歌詞の表現も独特ですね。

歌詞はひとりでカフェとか行って書いてます。『スターバッ

クス』とか『タリーズ』だったり、結構どこでも行くんですけ

ど。日常的に考えていることを、そこで文章にするという

か、まとめる感じです。英語はわからないし、文法を間違っ

てたら恥ずかしいから。しかも、訳さないと日本人には伝わ

らないじゃないですか。自分で歌う曲を、わざわざ英語を並

べてわからなくしてしまうのも、意味のわからない話なの

で。日本語ロックは貫きたいですね。

歌詞は表現や世界観を伝えるための、あくまで曲全体

の一部なんですね。

音のひとつですね。その文章にも伝えたいことはあるんで

すけど、結局何を歌っても一から十まですべては伝わらな

いだろうから。わたしの歌詞は人に対してディスってるも

のが多いんですけど、そういう内なるものをただぶつける

だけっていう（笑）。地下鉄とかで聴いていて、単語だけな

んとなく引っかかってくれたら、それで良いかなって思いな

がら歌詞を書いてます。歌詞で何かを伝えたいのであれ

ば、極端な話をするとコラムを書けばいいと思うんです

よ。アコースティクギターを片手に歌った方が絶対に伝わ

るし、ロックバンドで歌詞が聞き取れるバンドってあんまり

いないと思うんですよね。ロックバンドにしてもウチらのよ

うにやらない方法が他にあると思うし。フレーズが聴こえ

てきて、それがなんとなく頭に引っかかるみたいなのが好

きで、そういうのがやりたくて曲を作ってますね。

メンバー全員が同じようにその感覚を共有しているんで

すか？

メンバー全員が格好いいと思える共通認識のもと曲を

作ってます。わたしが作ってきた曲に対して坂本がアレン

ジを付けていって固めていく感じですね。自分でやりたい

音楽性と違うけど、格好いいからやるバンドもいると思う

んですけど、そういうのはやりたくないです。3ピースバンド

なので特に。

野外フェスなど大きな会場でのライブを経て、バンドとし

て何か変化はありましたか？

東京に一ヵ月に1～2回行ってやらせてもらっている中

で、何本も重ねていくうちにこんなライブでいいんだろう

か？って考えることがどんどん増えてきて、いろいろ課題が

山積みになってきてますね。自分らが今日はいいライブ

だったなって思えた日でも、観にきてくれたバンドの友達と

かにはもっとこうした方が良いとかアドバイスをくれること

も多くて、もっと階段を上がってかなきゃいけないなって思

います。

例えばどんなことですか？

…集中力ですね。2日連続ってなると、どっちかが劣るライ

ブをしてしまうんですよ。たいてい次の日なんですけど…。集

中力が切れてしまうのが課題だと思います。たぶん、わたし

の問題です…（笑）。

一般的には最終日の方が盛り上がる印象がありますが…。

2日目は負けます。1日目で出し切って、搾り取られて…

（笑）。

石田さんにとって最高のライブとはどんなライブですか？

なんだろう…お客さんを掴んでいけた時というか、札幌で

はあんまりないんですけど。

地元なのに…（笑）。

札幌は引いて後ろで観ているお客さんが多いじゃないで

すか。東京に行くと、お客さんが他のバンドを観にきていた

としても、どのバンドでもコールアンドレスポンスがあるんで

すよ。1曲目は普通に聴いているんですけど、2曲目、3曲

目って煽っていくうちに、いきなりモッシュが起きたりするこ

とがあって、そういう感覚がすごい面白いですね。関西とか

行くともっとすごいし。良い悪いではないと思いますけど。

「自分の中で格好いいと思うものを、

同じように相手にも格好いいと思ってもらえるなら

それでいいです。」

Interview 　石田 愛実（Gt.Vo.）

今年2011年6月に発表された1stミニアルバム『どうでもいい芸術』には、当時10代だったメン

バー3人のほとばしる感情と初期衝動が、渾身の力で叩き付けられた全7曲が収録されている。

THE★米騒動は、東京をはじめ全国各地でも精力的にライブ活動を行い、数々の著名バンドらと

競演。新人では異例ながら、8月には「ROCK IN JAPAN FES 2011」、「RISING SUN 

ROCK FESTIVAL 2011 in EZO」へも出演を果たしている。そして、レコ発となる「人間の三

大欲求解放ツアー」では大阪・東京に続き、9月に地元・札幌でツアーファイナルを迎えた。

多くの経験と成長を経て、時にとまどいながらも、今を駆け抜ける彼らの胸の内に迫る。

THE★米騒動

THE★米騒動

石田愛実（Gt.＆Vo.）、沖田笙子（Ba.）、坂本タイキ（Dr.）からなる

3ピースバンド。高校の軽音楽部にて結成。2010年8月、10代限定

フェス「閃光ライオット」にてグランプリを獲得。2011年6月、1st

ミニアルバム『どうでもいい芸術』をリリース。現在札幌を中心

に活動中。

website http://39.xmbs.jp/TheRicePanic/ 

1st ミニアルバム 『どうでもいい芸術』

WHITE RIOT／WRT-001 ￥1,890（tax in）

1. Border

2. 俗物美術展覧会

3. Hys

4. 祝女

5. 群青

6. ファンタジック柵の前

7. ブラック・ダンス・ホール

語る

今年2011年6月に待望のファーストミニアルバム『どう

でもいい芸術』がリリースされました。まずは現在の心境

から聞かせてください。

今までライブに来てくれていたお客さんに作品として聴い

てもらえるのはもちろんなんですけど、ウチらのことをタワレ

コの試聴機とかプロモーションビデオを観て知ってくれた

人達もたくさんいてくれるのは嬉しいです。東京とかに行っ

てライブをすると、顔を知らないお客さんでも曲を聴いてき

てくれて、一緒に歌ってくれてる人がいたりするとやっぱり

感動しますね。

今作でのコンセプトはありましたか？

“THE★米騒動”というバンドをみんなに知ってもらうた

めのファーストで、名刺替わりな作品ですね。このアルバ

ムに入ってる曲は、ほとんど高校の頃に作った曲なんで

すけど、2年半くらいライブ活動をやってきて、その中でや

り慣れてた曲と、セットリストにわりと沿うような曲順になっ

ています。曲を作っている時にも考えながら作るんですけ

ど、曲を並べていくとその曲の立ち位置っていうのがなん

となくあって。例えば、「ブラック・ダンス・ホール」は裏打ち

がやりたくて作った曲なんですけど、キャッチーな曲が少

ないから、ライブの最後にやる流れが多くて、一番締まる

感じですね。お客さんも付いてこれるし。

アルバムのタイトルの由来は？

アルバムのタイトルはわたしが付けました。2曲目に「俗物

美術展覧会」っていう曲が入ってるんですけど、ちょっと

斜に構えた感じですね。その曲のフレーズもアルバムの

中で自分的に一番気に入っていたし、“どうでもいい芸

術”っていう言葉の響きがアルバムのタイトルになってい

たら、もし他の人のアルバムタイトルになっていても、自分

的にはちょっと熱いなと思うから。サクッと決まった感じで

すね。

今作で特にこだわられたことは何でしたか？

ライブのままやって録ったって感じですね。とりあえずライ

ブ感を出したかったので、ほとんどの曲がメンバー全員で

一発録りの一発目です。テンションをもっていかなきゃい

けなくて、1日3曲とか録る時とかは大変でした。クイックを

最初に全部作ってやってみたんですけど、勢いを出すの

がなかなか大変で。試しにクイックを外してみたら、みんな

解放されてめっちゃ良くなって。やっぱりクイックはなしで、

ライブのままでやろうってことに決まりました。

展開の面白さも特徴のひとつですが、曲はいつもどのよ

うに作られていくんですか？

基本的に、最初はリフとかフレーズから作ることが多いで

すね。フレーズが浮かんでというか鼻歌で作って、ギター

で弾いてみて、それに対しての曲展開ををノートになんと

なく書いていって、型にはめるように順々に作っていきま

す。調子が変わっても展開にいった方が絶対グッとくると

思ってやっていくと、ああいう急展開な感じになっちゃった

りとか。最近はいろんな作り方をしようと思って、歌詞から

作ることもあるし、メロから作ったりもしてます。

曲はどんな瞬間に浮かんでくるんですか？

自分の中でしか生まれないんですよね。鼻歌とかバスの中

とかではよく生まれるんですけど、それをなんとか形にして、こ

れだったら自分でも納得して大丈夫かなって思えるものをメ

ンバーに聴かせて、そこから坂本がアレンジをしてちょっと引

き出しが多くなりますね。

歌詞の表現も独特ですね。

歌詞はひとりでカフェとか行って書いてます。『スターバッ

クス』とか『タリーズ』だったり、結構どこでも行くんですけ

ど。日常的に考えていることを、そこで文章にするという

か、まとめる感じです。英語はわからないし、文法を間違っ

てたら恥ずかしいから。しかも、訳さないと日本人には伝わ

らないじゃないですか。自分で歌う曲を、わざわざ英語を並

べてわからなくしてしまうのも、意味のわからない話なの

で。日本語ロックは貫きたいですね。

歌詞は表現や世界観を伝えるための、あくまで曲全体

の一部なんですね。

音のひとつですね。その文章にも伝えたいことはあるんで

すけど、結局何を歌っても一から十まですべては伝わらな

いだろうから。わたしの歌詞は人に対してディスってるも

のが多いんですけど、そういう内なるものをただぶつける

だけっていう（笑）。地下鉄とかで聴いていて、単語だけな

んとなく引っかかってくれたら、それで良いかなって思いな

がら歌詞を書いてます。歌詞で何かを伝えたいのであれ

ば、極端な話をするとコラムを書けばいいと思うんです

よ。アコースティクギターを片手に歌った方が絶対に伝わ

るし、ロックバンドで歌詞が聞き取れるバンドってあんまり

いないと思うんですよね。ロックバンドにしてもウチらのよ

うにやらない方法が他にあると思うし。フレーズが聴こえ

てきて、それがなんとなく頭に引っかかるみたいなのが好

きで、そういうのがやりたくて曲を作ってますね。

メンバー全員が同じようにその感覚を共有しているんで

すか？

メンバー全員が格好いいと思える共通認識のもと曲を

作ってます。わたしが作ってきた曲に対して坂本がアレン

ジを付けていって固めていく感じですね。自分でやりたい

音楽性と違うけど、格好いいからやるバンドもいると思う

んですけど、そういうのはやりたくないです。3ピースバンド

なので特に。

野外フェスなど大きな会場でのライブを経て、バンドとし

て何か変化はありましたか？

東京に一ヵ月に1～2回行ってやらせてもらっている中

で、何本も重ねていくうちにこんなライブでいいんだろう

か？って考えることがどんどん増えてきて、いろいろ課題が

山積みになってきてますね。自分らが今日はいいライブ

だったなって思えた日でも、観にきてくれたバンドの友達と

かにはもっとこうした方が良いとかアドバイスをくれること

も多くて、もっと階段を上がってかなきゃいけないなって思

います。

例えばどんなことですか？

…集中力ですね。2日連続ってなると、どっちかが劣るライ

ブをしてしまうんですよ。たいてい次の日なんですけど…。集

中力が切れてしまうのが課題だと思います。たぶん、わたし

の問題です…（笑）。

一般的には最終日の方が盛り上がる印象がありますが…。

2日目は負けます。1日目で出し切って、搾り取られて…

（笑）。

石田さんにとって最高のライブとはどんなライブですか？

なんだろう…お客さんを掴んでいけた時というか、札幌で

はあんまりないんですけど。

地元なのに…（笑）。

札幌は引いて後ろで観ているお客さんが多いじゃないで

すか。東京に行くと、お客さんが他のバンドを観にきていた

としても、どのバンドでもコールアンドレスポンスがあるんで

すよ。1曲目は普通に聴いているんですけど、2曲目、3曲

目って煽っていくうちに、いきなりモッシュが起きたりするこ

とがあって、そういう感覚がすごい面白いですね。関西とか

行くともっとすごいし。良い悪いではないと思いますけど。

「自分の中で格好いいと思うものを、

同じように相手にも格好いいと思ってもらえるなら

それでいいです。」

Interview 　石田 愛実（Gt.Vo.）

今年2011年6月に発表された1stミニアルバム『どうでもいい芸術』には、当時10代だったメン

バー3人のほとばしる感情と初期衝動が、渾身の力で叩き付けられた全7曲が収録されている。

THE★米騒動は、東京をはじめ全国各地でも精力的にライブ活動を行い、数々の著名バンドらと

競演。新人では異例ながら、8月には「ROCK IN JAPAN FES 2011」、「RISING SUN 

ROCK FESTIVAL 2011 in EZO」へも出演を果たしている。そして、レコ発となる「人間の三

大欲求解放ツアー」では大阪・東京に続き、9月に地元・札幌でツアーファイナルを迎えた。

多くの経験と成長を経て、時にとまどいながらも、今を駆け抜ける彼らの胸の内に迫る。

THE★米騒動

THE★米騒動

石田愛実（Gt.＆Vo.）、沖田笙子（Ba.）、坂本タイキ（Dr.）からなる

3ピースバンド。高校の軽音楽部にて結成。2010年8月、10代限定

フェス「閃光ライオット」にてグランプリを獲得。2011年6月、1st

ミニアルバム『どうでもいい芸術』をリリース。現在札幌を中心

に活動中。

website http://39.xmbs.jp/TheRicePanic/ 

1st ミニアルバム 『どうでもいい芸術』

WHITE RIOT／WRT-001 ￥1,890（tax in）
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4. 祝女

5. 群青

6. ファンタジック柵の前

7. ブラック・ダンス・ホール
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地元である札幌の音楽シーンについてはどのようにとら

えられていますか？

東京でいろんなバンドと対バンしていくうちに、札幌はバ

ンドの数が少ないし、ジャンルの幅も狭いなって思います

ね。札幌の音楽はハードコアの影響が強くて、“ブラッド

サースティ・ブッチャーズ”、“カウパーズ”、“キウイロー

ル”、“スパイラルコード“とか尊敬するバンドも多いんです

けど、その下にいる限りは絶対にそのバンドを越えられな

いので、自分らなりの表現を追求していきたいです。あと

は、10代が頑張っている人達が多いのは嬉しいし、刺激

になります。“カムイレコーズ“、“レムチャップ“とか格好い

いし、“猫背メモリーズ“っていうバンドも最近東京でもよ

く名前を聞きますね。

そもそも”THE★米騒動”を結成されたいきさつについ

て聞かせてください。

もともと中学校は別で、『平岸高校』へ入ってから、軽音

楽部に入部してきたんですよ。その軽音楽部がすごいス

パルタで、とにかく普通じゃない軽音楽部なんですよ。先

輩と廊下ですれ違った時に気がつかないで挨拶しなかっ

たらミーティングでめっちゃ怒鳴られたり、ライブの設営と

かトロかったら蹴られるしみたいな。最初は軽音楽部だか

らバンド格好いいっていうイメージでみんな入ってくるんで

すよ。でも、ウチらの時も30人くらい入ってきて、8人くら

いしか残らなくて。そんな感じで入って、最初は1年生を鍛

えるためにバンドを組まされるんですけど、最初はウチら3

人プラス女の子もうひとりの4人で、最初はコピーバンド

を始めたんです。

女子メンバーの中にどうして坂本さんが加わったんですか？

ドラマーが学年でふたりしかいなかったんですよ。10バン

ドづつ出来たのを、5バンドづつ振り分けるみたいな。どっ

ちがいい？って聞かれて、なんとなく坂本になっただけで。

バンドが始まって、坂本も“THE★米騒動”がメインとい

うわけもなく、いっぱいかけもちしていたんですけど、1年

生の冬前10月か11月くらいに、その子が軽音楽部自体

を辞めてしまって。それで3人で何できるかを話し合って、

3ピースのバンドの“ブランキー・ジェット・シティ”とか”

モーサム・トーンベンダー”のコピーをやってました。

この時期にはもうオリジナル曲も作られていたんですよね。

そのうち、慣れてきたらオリジナルを始めるみたいな流れ

で、自分達でも何曲か作っていたら、試しに大会に出て

みれば？って先生から誘われて、タダなら出ますわってこと

で出場して。それで「ヤマハミュージックレボリューション」

に出てジャパンファイナルまでいったんですけど、何にも

もらえず。それからライブ1本分くらいはオリジナルを5～6

曲作って、今度は「閃光ライオット」に出てみれば？ってラ

イブハウスの人から誘われて、タダなら出ますわってこと

で出場して。「閃光ライオット」では優勝できたんですけど、

その前に解散しようって話をしていたんですよね。ウチら

のジャンル的にどれだけ良いライブしても審査員特別賞

どまりだろうって思っていたし、1次審査、2次審査、3次

審査、ファイナルステージとあるんですけど、3次審査と

ファイナルステージの間頃に部活ももう引退していたの

で、その流れでファナルにだけは出てバンドを終わらせよ

うみたいな話をしていて。でも、優勝してからまわりにも

がっつり止められて、じゃあもうちょっとだけやってみるかっ

てことで現在に至る感じです。

石田さんはもともとバンドをやりたかったんですか？

『平岸高校』の軽音楽部っていうのが夢だったんですよ

ね。“こけしdoll”とか先輩で、札幌市内では活発な学校

なんですよね。とりあえずギターを始めたくて、白いレス

ポールを買って、軽音楽部入るみたいな感じで。音楽は

好きで、当時は“NUMBER GIRL”とかよく聴いていまし

たね。あと、お父さんがアコースティックギターを持って、い

つも“エリック・クラプトン”を歌っているような人なんです

よ（笑）。アコースティックギターを貸してもらって、エフ

コードで挫折してしまったんですけど、軽音楽部に入った

ら強制的に上手くなりそうだなと思って入りました。

何か目標とするものはあったんですか？

ただバンドができればいいなっていうくらいで。音楽の趣

味的に唯一意気投合できたのが坂本で、あの人も“ザゼ

ン・ボーイズ”が好きって言って入ってきた高校1年生

だったから。

ちなみに、沖田さんは？

沖田は最初あまり音楽を聴く子ではなかったんですよ。そ

れでウチらが好きなバンドを教えたら、それに対して付い

てきてくれて。

”THE★米騒動”というバンド名はとにかく印象的ですね。

適当に付けちゃったんですよね。先輩からさっさとバンド

名を決めろ！って怒鳴られて、じゃあムカつくからめっちゃダ

サイのにするべって、適当に出し合って10分くらいで決

めました。まわりはビジュアル系が結構多くて、長い英語

とかフランス語のオシャレなバンド名が多ったんですけど、

ウチらは”THE”や“★”も付け加えることでダサさが増す

よねみたいな感じで（笑）。”米騒動”はその時ちょうど“事

故米”が話題になっていたんですよね。

そっちなんですね（笑）。

ナウい感じの”米騒動”です（笑）。そしたら変えるタイミン

グもなく、ここまで来てしまいました。

ゲームとかSNSでもよくありますけど、今はどういう心境

ですか？

もうしょうがないよねって。

メンバー内で改名しようという話は今まで出なかったん

ですか？

それもちょっと相談したんですけど、今はタイミングじゃな

いよねって事務所の人にも淡 と々言われて。

同級生だったり、男女編成という部分でやりにくさを感

じることはありますか？

女の子だけのバンドをやったことがないのでわかんないん

ですけど…でも、坂本はすごく女の子ぽいから、あんまり

意識したことないですね。一番心配しいだし、すぐどうしよ

うって焦るし（笑）。考え方とか繊細で、沖田より女の子ぽ

いと思う。

バンド内で揉めることもあるんですか？

メンバー内の熱量の違いだったりっていうのが見えてくる

ことがあって、そういうところでは揉めますね。3人の向い

ている方向が同じかどうかは、ライブでのパフォーマンス

だったり、凡ミスもそういうところから出てくるので、そのま

まライブを続けていても何にもならないんですよね。かと

いって、今すぐどうこうできることではなくて、ゆっくり解決

してくことだから。ちょっとづつ解決して、バンドを引っ張っ

て行けると良いねっていう話はしてるんですけど。

バンドを育てていこうなんてこと、高校の頃からはとても

考えられないですよね。

音楽で食っていけるなんて全然考えたこともなかったし、

専門学校へ行って就職するのが普通だと思ってましたか

らね。

解散前提だったバンドを続けていくことを決めたのはど

のタイミングだったんですか？

「閃光ライオット」が終わって一ヵ月半後くらいですね。悩

んでいろんなことを考えて、辞める原因もいろいろ複雑

だったんですよ。その中で整理してメンバーに話して、石

田がそこまで言うんだったらもう少しやってみようかってこ

とで始まって。

音楽の道を進む覚悟を決めるのには勇気がいりますよね。

その時もまだ半々ですね。だからわたしも沖田も進学した

し、坂本は完全に音楽で食っていこうとしてて、”THE★

米騒動”がなくなったとしてもドラムを叩き続けたいという

ことでフリーター兼ニートの道に行きましたけど…（笑）。

でも、その頃のライブは、今思い返しても最悪でしたね。リ

リースして「ロック･イン・ジャパン・フェスティバル」に出た

あたりになって、学業とバンドを両立していくのが無理で、

わたしが勝手に学校を休学したんですよ、メンバーにも何

も言わず。それで頑張ろうってなってから、いろんなことを

考えるようになって。私生活とバンドを両立しながらやって

いくのと、バンドのことだけを考えてバンド中心にまわって

いくのでは全然違うっていうことを、休学してからようやく

気がつけて、こういうことなんだなって実感しました。だか

ら、曲作りに悩んで悩みまくることも、バンドに対しては全

然ダメなことじゃないから続けていて。今は自分がどこまで

やれるか挑戦している感じですね。

野外フェスの出演や全国各地でのライブなど、勢いに乗る

今の現状についてはどのように感じられていますか？

たぶん…地名度だけが上がって、技量がまだ付いてきて

いないから焦りますよね。ありがたいことに今年の「カウン

トダウン・ジャパン」の出演も決まったんですよ。すごい恵

まれてる環境にいると思うんですけど、大丈夫なの？もっ

と踏む段階があるんじゃないの？みたいな心配はあります

ね。まわりにも今踏ん張らないとあと2～3年はチャンスこ

ないよって言われていて。プレッシャーしかないです。めっ

ちゃ怖いです。

環境面での変化はありましたか？

みんな何も変わってない気がします。あ、ツイッターが怖く

なりましたね。認知されることによって、賛否両論もいただ

くし。顔の見えない相手にいろんなことも言われるように

なって、なんで自分の好きなことやってるだけなのに、ここ

まで言われなきゃいけないんだろってこともたくさんある

し。でも、それが世に認知されるっていうことなんだろう

なって思って、逆に上がりますよね。いろんな人とも話を

するんですけど、リリースしてそこそこ認知されて、コイツら

は誰々のパクリだとか、全然格好よくないじゃんみたい

な、いろんなバンドの話が耳に入ってくることもあって。ど

のバンドも絶対あるんですよ。でも、それをどうにかプラス

なエネルギーにできないかっていう話をしていて。確かに

認知されるっていうことは、絶対プラスの意見もマイナス

の意見も当然出てくるわけで。わたしが音楽を聴いてて、

あのバンドあんまり好きじゃないって思うのと一緒なんで

すよね。“オワリカラ”のツダさんとかも言ってたんですけ

ど、良いだの悪いだのなんでもかんでも言われても結局、

音楽を楽しんでるもの勝ちだから。悪いって言われたから

といって、その音楽自体が低くなるわけじゃなくて、その人

に認知されなかっただけっていう感覚にしたら、自分達の

音楽に対しての気持ちはプラスにもっていけるんじゃな

いか？っていう話をよくします。…すみません、よくわかんな

い話して。

石田さんは”THE★米騒動”というバンドをどのようにと

らえられていますか？

サイケとかプログレって、みんな普通に生きて行く中で聴

く機会が少ないじゃないですか。単純にそういう音楽を、

ウチらの技量でやってること自体がバカで新しいと思うん

ですよね。プログレだったらもっとめっちゃ上手い人達が

ライトハンド・タッピングでやっていますけど、それを下手く

そながらやれてる顔している感じが、たぶん10代のキッズ

達に何かを掴ませてる気が勝手にしているんですけど

（笑）。もっとウチらが超絶上手くて、髪長くて頭を振って

る感じだったら、きっと10代のキッズ達は何も感じないと

思う。

バンドとしての将来のことを考えたりされることはありますか？

来年の夏まで予定を立てている状態で、リリースとかその

後のツアーでどこどこをまわるとか具体的な話が出てき

て、果たしてこなせるんだろうか？っていうことがどんどん

決まってくるんですよ。どこかで自分が変わらないと、この

ままいくとバンドとしては死んでしまうと思って、どうにかで

きないものかと試行錯誤しているところですね。今、月3

～4曲のペースで新しい曲を書いているんですけど、”

THE★米騒動”の音楽に期待してくれている人達がセ

カンドに期待しているものって、そこから幅広くなったら違

うと感じてしまうと思うんですよね。でも、そういう細い道か

ら段階を上がっていかなきゃいけないという気持ちはあり

ます。セカンドを出したけど全然変わってしまって、あのバ

ンドじゃないじゃん！っていうのが結構多くて。格好いいこ

とは格好いいんですけど、求めているものと違うというか。

そうならないように今、悩みに悩んでいます。

この苦しみを乗り越えての次作も楽しみですね。目標と

してバンドの理想像はありますか？

特になくて。目標とかジャンルとか、そういうのでやってい

るわけではないから。

それでは、石田さんとして何のために音楽をされている

んでしょう？

音楽が好きだったのがあって、自分も音楽で格好いいと

思ってもらえるならすごく楽しいことだし、嬉しいことだろう

と思って曲を作り始めて。その気持ちだけでここまできて

ますね。自分の中で格好いいと思うものを、同じように相

手にも格好いいと思ってもらえるならそれでいいです。

address 北海道札幌市中央区南2条西4丁目10番地
LARGE COUNTRY BLD.（LCビル）-B1F
telephone 011-221-9199
website http://www.spirituallounge.jp

「ライブを観に行くでもなく、暇な時はいつも階段に座っ

て喋ってます。スタッフさんだったり、行ったら誰かしら知り

合いもいるから。始発待ちしたりもしています。」

SPIRITUAL LOUNGE weird-meddle record PEOPLE PEAPE

address 北海道札幌市中央区南4条西6丁目-1F・
B1F
telephone 011-231-8052

「甘いものは普段あまり食べないんですけど、手作りで甘

さが控えめなのが気に入っています。」

address 北海道札幌市中央区南2条西1丁目9-4
telephone 011-242-3370
website http://d.hatena.ne.jp/meddle/

「こういうの聴きたいんですけど」って聞いたら、めっちゃ試

聴させてくれるから、その中で気に入ったのを買っていきま

す。インディーズとか北海道のバンドのもめっちゃあります。」

メンバーが行きつける
街のお気に入りスポットを紹介

THE★米騒動　石田 愛実

SAPPORO
GUIDE



ファーストミニアルバム『どうでもいい芸術』がリリー

スされての手応えはいかがですか？

まあまあですね。

特にこだわられたことは何でしたか？

特に無かったですね。いつも通りのライブの感じでや

ろうみたいな。自分なりには勢いですかね。一発録り

でやったんですけど、ひたすらライブの勢いを入れ

たっていう。選曲的にはライブを想定した感じで、ア

ルバム全体の流れとかもみんなで考えて選びました

ね。でも、持ち曲もまだそんなに無かったので限られ

ているし、いつもライブでやってる中でどれを削るかく

らいで。わりと決めるのは簡単でした。

ドラムとして特に気を配ったことはありますか？

なんだろう…オリジナリティかな。あと、直感も信じて

ますね。フレーズを考えたら考えただけ思いつくの

で、どれが良いかわからなくなっちゃうから。直感でこ

れ！と思ったものを決めるみたいな。わりとフレーズ

とかを決めるのは早い方だと思います。

制作過程で特に印象に残っていることはあります

か？

今回は元“椿屋四重奏”の小寺良太さんがドラム

チェックに付いてくださって、サウンド面でも気持ち

の面でも盛り上げていただいて、すごく助かりました。

曲はいつもどのように作られていくんですか？

作っていく時は、石田が基本的に土台を持ってくるん

ですよ。それを聴いて、オレの曲感でこう叩きたいって

いうのをバッと叩いて。石田が1曲全部持ってくること

はあんまりなくて、フレーズごとで適当にバーッと弾

いたりしていて、自分の中でなんとなくそのフレーズ

を消化しながら叩いていく感じですね。メンバーから

注文を受けることとかもありますけど、それに納得し

たらそのアレンジで考えるし、納得できなかったら自

分のやりたい通りにやってますね。

男女編成という部分でやりにくさを感じることはあり

ますか？

最初は気遣ったりもあったんですけど、今は全くない

です。女の子っぽくないのが、また救いなんですけど。

女として見ないっていうか、男と接してる時とほぼ一

緒ですね。やりやすいです。気を遣って言わないとか

ありえないですね。別に石田のバンドじゃないから。

すべてを叩きつけるようなライブでの演奏は迫力があ

ります。

今のライブ以上の時間を叩き続けるのは無理ですね

（笑）。ワンマンは想像つかないです。2時間分の持ち

曲が今は無いので、どっちみち無理なんですけど。

札幌の音楽シーンについてはどのようにとらえられて

いますか？

オレはあんまり詳しくないですけど、歴史がすごいで

すよね。『カウンターアクション』で昔やっていたバンド

とか聴くんですけど、“カウパーズ”とか“キウイロー

ル”とかすごい好きです。たぶん、石田も同じこと言っ

てたと思うんですけど。今じゃ絶対に聴けないバンド

ですけど、『カウンターアクション』の横とか通る時に、

あのバンドがここでやってたんだなとか思うと、ゾクッ

としますよね。

東京との違いを感じることはありますか？

東京のシーンはわからないですけど、東京へ出てバン

ド一本って決め込んでやってるバンドは格好いいです

ね。札幌でダメなら就職すればいいや…みたいな感じ

でやってると、どうしても生ぬるいと思うから。危機感

的なところで、東京の方が音楽的にも危機迫るものが

ある気がします。

今の現状についてどのようにとらえられていますか？

10代のバンドとかフロント2人が女の子だとかってこ

とで騒がれていると思うんですけど、それとは別で単

純に音楽だけを聴いて格好いいじゃん！って思っても

らえるバンドでありたいです。10代とかの部分だけで

取り上げられるのには、ちょっとコンプレックスはあり

ますね。まあ、しょうがないんですけど。だから、次のフ

ルアルバムは大人を黙らせるアルバムにしたいです。

「10代とかの部分だけで取り上げられるのには、

ちょっとコンプレックスはありますね。

次のフルアルバムは大人を黙らせるアルバムにしたいです。」

Interview 　坂本 タイキ（Dr.）

ファーストミニアルバム『どうでもいい芸術』がリリースさ

れましたが、今の心境を聞かせてください。

全国の人に聴いてもらえて、聴き手の人に受け取っても

らえたというのがすごく嬉しくて。出して意味のあるもの

だったことが実感できました。

どういった時に感じられましたか？

CDを聴いてライブに来てくれた人もいると思うんですけ

ど、いろんな形でレスポンスが返ってくるのが面白いで

すね。

制作過程で特に印象に残っていることはありますか？

曲間の時間の決め方ですかね。全部録り終わった後に、

曲順も決まって、曲間をみんなで切っていったんですけ

ど、石田が「ここ！」って決めるのがすごいなと思いました。

伝わりにくいかもしれませんけど（笑）。

石田さんは妥協しなそうですね。

あとはエンジニアさんが録った曲に対していろんなアイ

ディアを出してくれて。そういうこともできるんだみたいな、

気がつけたこともたくさんあったので、引き出し的にも広

がった気がします。

スタッフが加わるというのも大きな環境の変化ですね。

そうですね。

ベースとして特に気を配られたことはありますか？

曲の雰囲気に合うように音を自分なりに考えて作ったり、

弾き方を変えてみたりとかですかね。

苦労されたことはありましたか？

クリックに合わせられなくて、録った後に聴いてみると勢いが

死んじゃった感じがしたんですよ。結局は全員一致でクリック

をやめることにしたんですけど、最終的に自分達のスタイル

で演奏できて良かったと思います。

曲調の変化に合わせにくいこともあるのでは？

どこからが最初で、どこからが終わり？っていうことがよくあ

りますね。

聴く側もみなさんよく弾いてるなと思います（笑）。

わからない時は石田に弾いてもらって教わります。弾いて

もらってもわからないこともありますけど（笑）。

曲作りの現場では沖田さんはどういう立ち位置で参加

されていますか？

音作りではあんまり言わないですね。曲を良くするために

自分ができることを常に考えています。

石田さんの中にあるイメージに近づけていく感じなので

しょうか？

「石田が作ってきたものを格好いいと思っているし、

それに対して自分が良いと思える形で乗っていけるか、

それだけですね。」

Interview 　沖田 笙子（Ba.）

いつも石田が曲を作ってくるんですけど、やっぱり作った

本人が一番わかっていると思うので。わたしは石田が作っ

てきたものを格好いいと思っているし、それに対して自分

が良いと思える形で乗せていけるか、それだけですね。

札幌の音楽シーンについてはどのようにとらえられてい

ますか？

札幌以外の音楽シーンをあまり知らないんですけど、札

幌はライブとか観ていても格好いいバンドがすごい多い

です。いろんな技術を学べるし、吸収できるものがすごく

多いですね。

東京との違いを感じることはありますか？

札幌での方が付き合いが長い分だけやりやすかったり、

バンド同士での仲の良さとかがあるくらいで、違いはあん

まりない気がします。

今後の活動について教えてください。

とりあえずは目の前にあるライブを全力でこなしていきた

いですね。そこで得られるものがあれば超したことはない

し、反省できる点があれば自分の収穫としてもっと頑張る

だけです。

address 北海道札幌市中央区北5条西2丁目
STELLAR PLACE-7F
website http://www.cinemafrontier.net

「映画が好きでよく観てます。最近観た映画は

『モテキ』です（笑）。」

札幌シネマフロンティア 東札幌図書館 JR 札幌駅

address 北海道札幌市北区北6条西3丁目
telephone 011-222-6130
website http://www.jrhokkaido.co.jp

「路線図を眺めながら、脳内で旅行するのが好き

です。寂しいですけど、楽しいです。」

address 北海道札幌市白石区東札幌4条4丁目
telephone 011-824-2801

「図書館によく引きこもってます。家にいる時は、本を

読むか、ゲームをやるか、音楽を聴くかって感じです。」

ddress 北海道札幌市中央区南4条～北1条東1丁目・
西1丁目（創成川通）
website http://www.sapporo-park.or.jp/sousei/

「ライブや打ち上げが終わった後、流れでよく行きます。

夏はあったかいんで、花火をしたり、朝までいることもあ

りますね。創成川で飲むオレンジジュースは格別です。」

創成川公園 TOWER RECORDS 札幌PIVOT店 山岡家 南2条店

address 北海道札幌市中央区南2条西1丁目6-1
telephone 011-242-4636
website http://www.yamaokaya.com

「ラバンドマンに根付いたソウルフードです。あの匂い

も最高。よだれがどばどば出ます。オレの注文はだい

たい“醤油の麺硬め”です。」

address 北海道札幌市中央区南2条西4丁目
PIVOT-7F・8F
telephone 011-241-3851
website http://tower.jp/store/SapporoPivot

「気になった作品があれば、全部試聴して帰っていきます。

だいぶ迷惑な客だと思うんですけど（笑）。2～3時間は平

気でいられますね。」

メンバーが行きつける
街のお気に入りスポットを紹介

THE★米騒動　沖田 笙子

SAPPORO
GUIDE

メンバーが行きつける
街のお気に入りスポットを紹介

THE★米騒動　坂本 タイキ

SAPPORO
GUIDE



『Lien hair atelier』

VOL.2 TANA'S KETCHEN CAMP
10月上旬某日ー、札幌市内のサロン3店舗合同で開催された「秋の極寒キャンプ 2011 in 

富良野」！この日はあいにく天候が不安定、さらに夜間の気温はなんとわずか2℃…！極寒の大

地で、『リアン・ヘアー・アトリエ』店主・タナムラ氏（35歳・独身）がふるまう、漢（おとこ）のアウ

トドア料理！自慢のアウトドアグッズを駆使した、その腕前やいかに…!?いざ、実食!!

address 北海道札幌市中央区南2条西8丁目5-4
FABcafeビル-3F
telephone 011-272-5447
website http://lien-lien-lien.jp

『星に手のとどく丘キャンプ場』
address 北海道空知郡中富良野町字中富良野ベベルイ
website｠http://www.hoshioka.com/

札幌狸小路の端でこっそりやってる美容室

『リアン・ヘアー・アトリエ』の店主とスタッフが、

その時どきで気になったモノやコトを紹介する連載第2回！

text TANA（Lien hair atelier）
photo Ryouichi Kawajiri（Kwajiri Shashinkan）
design Hayato Sakaida（bond graphic）





というわけで…今回が初開催となる合同キャンプは、
“アウトドア”という非日常的な環境のもと、各店舗ス
タッフ間で普段とは違ったコミュニケーションを取るこ
とで、各自との絆を一層深めることが目的。大型店が
犇めく大通中心部において、それぞれ個性の異なる
美容室3店舗が集まることで、交流を深め横のつな
がりを強化し、お店単位で大型店に負けないための
モチベーションアップを図ろうと考えました…というの
は建て前で、ぶっちゃけただ楽しみたかっただけ
ですけど…何か？

そもそもキャンプにハマり始めたのが5年前で、張り
切って2年くらいかけてアウトドアグッズを揃えたのです
が、最初の頃は道具を揃えたことに満足して、使うとし
てもバーベキューをするくらい。料理を作ることにはまっ
たく関心がなく、完全に飲み専門でした。でも、年齢も
重ねたせいか、ただ肉を食べるだけに身体が付いてこ
ず、それならせっかく道具も揃えたし、ちゃんとしたアウト
ドア料理に挑戦してみようと思ってから火が着いた感じ
です…おひとりさま（ついでにメタボ）ですけど
…何か？

今回は気候的にも寒いのは事前にわかっていたの
で、トマトベースで体があたたまる料理をメインに調理
しました。アウトドア料理なので、水をあまり使わず、手
軽に作れる料理が基本になっています。今回はトマト!
トマト!!トマト!!!だらけのトマト祭だったので、次回はも
バリエーションをもっと増やしてみたいですね…次回
は絶対にあたたかい季節に開催します！

はやい！ うまい！ はやい！
（そして寒い！）
アウトドアなんで、
手軽に作れる料理が
基本ッスね。（キリッ）

夕食

「富良野産のワインが決め手のズーチー
フォンデュ。トッピングのパンや野菜も地元
のものを使っています。」（タナ）

チーズフォンデュ2

夕食

「カレーを調理した時に残しておいたトマト
缶と白ワインに、ニンニクとしょうがを入れて
焼いた手羽元とチョリソーを加えて、水分が
飛ぶまで煮込みました。」（タナ）

ピリ辛チキンのトマト煮3

夕食

「スモーカーを使って作ったうずらとズーチー
のスモークと、切って盛るだけで美味しいカ
プレーゼ。とりあえず酒のつまみが欲しかっ
たんでサクッと。」（タナ）

スモーク＆カプレーゼ4

夜食

「カップヌードル（カレー）の残りスープ
と、チーズフォンデュで残ったチーズと、
残りご飯を混ぜて弱火で炊き上げまし
た。」（タナ）

なんちゃってリゾット1

朝食

「ホットサンドは富良野産のベーコン＆ズー
チーと特製タルタル＆トマトを、パンでギュッ
てやってジュッてして挟みました。ペンネはト
マトとガーリックベースのソースでビュッと絡
めてみました。」（タナ）

ホットサンド＆ペンネ1

「半端ない仕切りを発揮していて、遠目から頑張っ

てるなと思いました…それより、満天の星空は言葉

にできないくらい綺麗で感動しました。オレ、黄昏、

スキ。…あと寒かったです。」

横山 光輝／『DROLL』
代表

寒さで酔っぱらいメイク顔だった度 ★★★

「現地の直売で仕入れた親善素材で、お腹も空い

ているので何を作っても美味しいです…それより、

わたしは『雲海テラス』に行きたかったです…（本

気）。…あと寒かったです。」

鎌倉 彩／『deeper beauty parlor』スタッフ

雲海テラスへの未練度 ★★★

「白いごはんさえあればいいです（おかわりしながら）

…それより、あたたかいロッジの中でのガールズトー

クが楽しかったです。ちなみに彼氏に作ってあげた

い得意料理はグラタンです♥…あと寒かったです。」

ユイカ／『Lien hair atelier
』スタッフ

大富豪が楽しかった度★★★

夕食

「すりおろしたたまねぎ＆リンゴをワインとトマ
トそして、カレールー＆カレー粉を入れてコト
コトグツグツじっくり煮込みました。最初はフ
ルーティーな甘さがきて、それを追うように大
人な辛さが追いかけてくるこの味は、まさに
カレーの徒競走や～!!」（タナ）

チキントマトカレー1

「調理グッズが充実していて、それだけは羨ましかっ

たです…それより、前日から仕込んできた自家製サ

ングリアが上手くできて良かったです。今回は洋梨

も加えてみました。…あと寒かったです。」

滝田 恒平／『deeper b
eauty pa

rlor』代表

自家製サングリアが洒落てる度 ★★★

「わたし、その頃夢の中だったんで…それより、焚き

火にあたっていたらお気に入りのブーツの先端が

溶けてしまいました。せめて笑いが欲しかったです。

（切実）…あと寒かったです。」

長内 えりか／『DROLL』スタッフ

溶けたブーツの今後が気になる度 ★★★

「僕だけ手伝えることが
何もなくて、唯一任されたの

がひとりで薪の番でした（実話）…それより、今日は

気合いを入れてオールバックと黒できめてきました。

…あと寒かったです。」

石井 孝幸／『deeper 
beauty 

parlor』ス
タッフ

オールバックのセット力度 ★★★
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